
本邦第l位2l,000kW揚水ポンプ

21,000kW WateTJet P11mp,tIle

工一arge如iTIJapaIl

常北電力株式会社沼沢沼揚7k発電所用水車､発岩

槻､ポンプは数ケ年間に亘って調査研究t､昭和25

年3月末受話以後は､日立製作所は令廿を挙げて製

作申であったが7k申､発寓横は26年末から既に運

転しており､偽石工場に於てポンプは契約納期通り

巨台目ほ今年4日納入を終り､2f㌻目ほ5月中旬発

､一丁こト
で鋭:社製作申で､今年8月にほ据付を終り､

運板する予定である｡

本ポンプは劃期的な大拝量の記録的 るは

かりでなく､性能上碑やむつかtい点があり､設計

の万全を期するためにモデルポンプを1号機から6

号機までの6稀類型作して研究したu即ち1号機2

号機膵正式･受託肺こ製作して研究を進めたし これに

⊥日 立 製作所亀有工場全景一一

草】.･i

Fi只.1.

つづいて､3.∠l,5号機により異物ポンプ設計のデ←･ダ

←を得て､異物ポンプの設 を完了し､更に万全を期す

るために実物と全く相似形の紋別勺モデノlノポンプ6号開

により裏付試験を行った｡,

モデルポンプの訊除 果は極めて好成績で最も酵念さ

れたキヤビテr∵ン_了ンに対しても運転の全範囲に対し

て､十分安全な偵を得ている｡

実物ボン7)は水軍､発電機(嵩動機肘日)と同一軸繰

上に市結されたものが2組あり､揚水所要嵩力は∠呈2,000

kWに述し､揚水式発電所としてほ本邦最大のものであ

るのみでなく､その容量設備に於てこの稲ポンプとして

ほ､世界第4偉である｡

本ポンプの仕様は次の通りである｡

型 式 DMS､一CH 横軸両吸込2段タービンポン

プ

揚 程 211Dl(基準)

揚 水 式 発 電 所 余 罷

TotalView of Pumped-StorとこHe Power Plarlt

揚7k

軸動力

7.9m3/SeC(基準)

最大21,000kW

回転数 500rtp･m･

原動桝 23,000kVA三相同期発電機を電動機と

して 医する｡

吸込高さ 吸込側鼻慣水位 押込1･1m

本葉電所は順序制御機による目働i 転方式を採用t､

所謂=一人制御方式‖で発電所の人員を極力少くしてあ

る｡揚水するには準備として､拝油ポンプ､封水ポンプ

空気圧縦横､変圧器冷却水ポンプを 勤し､次に順序制

御機を=準備=に廻すと､給水ポンプ､潤滑油ボン7t■､

真空ポンプが日働的に起動しノ､次に"入口郷関''に廻す

と水車の入口群が開き更に=起動"に廻すと水車が起動

L､水草､発電機､ポンプが一一掛こ廻りⅢし､次に"励

磁‖､･`並列ぃと廻すと､水草の負荷ほ慌動機に移すと

同時に水草内の水を圧縮空気により押し~~ドげ､水草ほ豊
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爵2図 21,000kW揚水ポンプ外観

Fig･2･OutSideViewof21,000kW Pump

転させる｡次に=運転=に

されることになる｡この 讐悶

すと､ポンプ寓動機で運転

置､安全装置があって､

絶対に事故の起ることのない~ようになっている｡

ビルマ向URO6型フック付キャタピラクレン

完成

TypelJliO6Caterpillar Cra71ewith tIook

(〕ompletd for Burma

牲立製作所亀有工場に於て第3同日の海外向キャタヒ【

ラクレンが5台4月に完成L.､デル･パン･ニー｢一ポレ【

ソコンiこよる 換な･重厳に特 を好成絹で完了し発送さjl.

た｡木椀は汀立偲紺【≡仕様の0･6Ⅰがヂドゼル万能掘捌機

の本体をこクレンフロントを捌削ノたもので､石炭バケツ

付クレン､クラムミ/ユル､ドラダラインに粗 えられる

のは勿論､パイルドライγL-､シコ.ベルなどとすること

も容易である｡

現在までキャダピラクレンとLて受 したものの殆ど

凡ては海外向けのもので､主として購漕荷役､建築作業

(特に高層 )水道管敷設作 などに用いられている∪

我国に於てもかかる方面へのカ饉掘削機の利用 を大い

に考えるべきであり､今後この機穐の進Hが大いに期待

されることを嘉している｡

本欄は次のような特 を有している｡

(1)トラックの踏張り即ちキャタピラの長さと幅が

大きく､クレソの安定の点から同容量の

れている〕

裾 優りよ品

(2)荷電を吊つ子二ままブームを任かに~Fげる場布こ

は､エンジンプレ←キが働きブトムが日賓で倒れること

がない.tうに設計されている｡

(3)石炭ノ‡ケツ付クレンへの組換えを容易にするた

めに予備凍上ドラムを持っている｡

諭 第34薄 節6号

第3図

Fi三才.3.

荷 電

拐 程

原 動 機

範囲

検査中のIJKO6型一子ヤクピラクレン

TypっUKO6Caterpillar Carrlein

IllSpeCtion

仕 様

最大 5亡

15ml ブ←ム長さ 13m

ヂトゼ■ルエンジン

日野10.85J(6気筒)

75HP(1,300r.p.m.)

･■1~-ルてピードガノてナ←付

3

5

速 度

巻

旋

連

接晒拝

外形寸注

釈体

ト ラ ノ

ノヽ.

一卜

12.0～3.5

8.5～3.5

5.5～3.5

35～80

60一-80

70～60

25nl/min ブーム術仰 7m/mir!

5r.p∴旺L

lkI可hr(路面走行時2kI叫hr)

0.57短/cIn2

全 幅 2,97nnlⅢ1( 星を含まず)

ク峠2,9`iOmm トラック長さ3,720Ⅰ】1ml

3.000Illnl

P-∴ドクリアラ/ 280mnl
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建設省納ト6m3タワエキスカベータ完成す

1.6It13Tow■erI∃ⅩeaVatOr f(ばthe

Construction Ministry Completed

日立製作所亀有工場に於てほ富山市近郊の常願寺川山

河底掘削枇として既に2が克行形タワエキスカべ←タ

3台を設潰し盛に清躍申でふるが､更に今国4号機とし

て容遣1.6皿3のものの ･作を完了した∩本欄ほ従来の

経験を基として設計製作せらカー~Lたもので概略仕様は次の

通りである∩

バケツ芥量1,6n13 主塔高さ 351~rl

径 闘

士掘範囲

士掘速度

速度

バック

lト∴:こト:

365ml

主塔より150～25UIl1

40nl/nlil1

160m/nlill

約300n小一1in

D.C.75kW

7.5kW

3,300V60Lb

本摂は従来の方式と異り速度制御にワ←ドレオナM卜

方式を採用して機構を師易化し､運 の円滑化を図つ

た｡叉主｢･--プ､及びドラグ㌧-←プにはフィラ十型の特殊

構造のものを使用して従来より寿命を延ばす様にした｡

その他バケツには耐摩耗性を拍たせるため特殊の加工を

施し､滑車類特に主塔上部のドラグ用のものにほゴムラ

イニソグをして鋼索の磨耗を防ぐ様にされている∩

又鉄骨構造､克行 ㌍､_或は機械の構造､幌措､其の

他細部に至るまで､従来の経験を生かして介矧作で然も

経済的で斬新な設計となっている｡

】_.6皿3タワエキスカベータ用捲揚嚢置

Winch ofl.6m3Tower Excavator

第5図 工場内組立中のl･6m3タワエキスカべ~

-タ用鉄塔

Fiだ,5.Main Tower ofl▲6m3′l'ower Excavator

Under Shop Erection

日立ダブルジブコールカッタ

11itachil)oubleJib Coal(厄tter

日立製作所亀有工場に於てはカッぺ採炭方式の採用に

伴い､Ⅵ型コンベヤと共にダブルジブコールカッタが資

求され､コールカッタに対して鋭意 研究を哀

節6図

Fig.6.

日立40Ⅰ亡Wダブ/レジブコールカ:･･タ

Hitachi40kW DoubleJib L:oalCutter

箪7医I

Fig.7.

日立50HPダブルジブコールカッタ

Hitachi50HP DoubleJib CoalCuttc{

ね､50HP,40kW両機種のダブルジブコドル

カッタを完成した｡問40HP は引続き

である｡仕様ほ弟l表の通りである〔

作巾

本機の特長は､

(1)切込には最も容易で確実な｢′｢一プサン′

ビング方式を採十【=ノ､ジブの間組ま口働･~′

ッキング 紀である｡

(2)透戒小卜松岩 の障謝こ対し両ジブほ

同時或は上下個ノごに拭くことができる｡

(3)上lごカッタ←チェンの駆動は個々或ほ

同時に運転できる｡(除40HPダブルジブ

チールカッタ)

(4)ダブルジブコールカッタほシングルジ~

ブコールカッダとの互壬対生を有しているの

で､切羽変更に応じて容易にシン′グルジフ

コールカッタとしても佐川できる｡
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第1表 仕様概要

日 立 評 論 窮34巻 第G埠

Tablel.Ratings of HitachiDoubleJib CoalCutter

磯

型

最

常

大 乗

用 索

フ ィ ー ド

ジ プ 閑

式

引 力

引 力

ロ ー プ

犀巨 離

暗×厚

HC-DR-NE50

16皿m中×25.000mm

680mm 780mm

40kW

ダブルジブコールカッタ

HC-DIミE54

5,000k只

4,000k只

16nlm中×45,000mm

600皿nl,725〝,850〝,975〝

530m打1×145mm

l,200mn1 1,400mm

エアーモータ駆動Il形ダブルチエンコンベヤ

Air MotorDJ･iven fITypeI)011l11e Chaill

CoTIYeyOr

最近各炭鉱に於てカッベ採炭に移行し､切羽運搬機と

して目立ダブルチュ∴/コンベヤが広く使用されている｡

従来のダブルチエ∴/=-ンべヤは主としで 動機に依つ

て駆動されているが坑内のガス事情等の為電動機を使用

し得ない炭鉱ではこれの代りにエアーモータ駆動が必要

となる∩今般この要求に応じて亀有工場忙於てエアーモ

ータ駆動によるH形ダブルチュ∴ン′コ∵ンべヤを完成した

本機ほ20HPエアーモータ4台にて深､Ji]､各そに2

台を配置しロ→一ラーチェソを介してコンベヤースプロケ

ットを駆動するものでその駆動部分を集8固に嘉す｡

第8図 エアーモータ駆動形ダブルチエンコソニ

べヤ駆動部

Fig.8.DrivingI‡ead of Air Motor DriveLI

H Type Doublc Chain Conveyor

本機の仕

型

40HP

ダブルジブコー/レカッタ

ⅠIC｣けRE40

4,000kg

3,000kg

14nln叫×25,000nln1

500111m,625〝,750〝,875〝

ほ次の通りである｡

式 甘--′1-1-2S-C4

コンベヤ運搬容量100りbr コンベヤ長100m

コンベヤ幅 0.62m チェン適度 0.65mノSeC

空気原動機 201iP圧力6kきざ/cm2 40r.p.m.

相木機はエアーモータ駆動であるから過負荷防止用動

力伝導平衡用として電動機駆動の場合に使用する流体抜

手を必要としない｡

コーレンホーベル用巻上機

WilldiIlg Maclline for Rohlellhobel

炭鉱内iこおける採択法が近来特に機械化されつつある

ことほ探 技術の向上を示すものであるが､種々の条件

の下に最も適した採炭機を選ぶことは極めて肝要なこと

でもる｡

長壁式採択法において炭質の比較的柔い所ではホ予ベ

ル採択法を行って綻率を上げることが根来る｡ホーベル

採択法は所謂剥離採炭法の一種で]▲度抱で炭壁面を削り

つつこれを自動的にコンベヤ内に 込んで行く方法で簡

卓且つ能率のよい採炭法である｡従ってホーベル採炭機

にはそれ自体原動力を必 とせず他の原動力でこれをl了

ープ又はチェンによって牽引して所期の目的を達するも

のである∩

亀有工場はこの目的に使用する巻上機即ちコーレンポ



｣⊥

=蹴F

図
9
･

コ ー レ ン ホ ー

ベル用巷｣二横

Winding Machine for Kohlenhobel

←ベル用巻上機を完成したのでこれを紹介する｡

上磯の仕様並びに 造は上記目r抑こ適す
ノ＼H=日

次る

分考慮されており､小型堅牢にして収扱簡単､Ii_つ危険

性のない様に作られているので狭院なる択坑1勺切羽にて

使用するに適している｡

}よ
ム∴レフ
l.吠に朽引

いる｡このフレーム内に

塾に設けられている所

lごカはスキッド状になって

A,B2個のドラムがタンデム

タンデム巻上機である｡

原動機にほ空気原動機を使用しておりこれは微蓮t･-り転

ができるので危険性が少く､正逆の切換が容易で【1つ文

過負荷の場付こ白働的に停止するから安全である｡J京動

自体には減産機が含まれているから駆動系統が極めて

簡単な機構でチェソにより一段､ギヤで一段減速してい

るのみである｡従って坂･扱が めて容易である｡

本機は上記用途の他にカッターローダ抹朕法の

も使用して効果をあげることができる｡

本機の仕様は次の通i)である｡

用

型 式

ローブプル(kg)

ロープ速度(mノbr)

切羽長さ (111)

ドラム径

ドラム幅

コーレンホーペル用､

カツタ←口←ダ用

nDT｣乱G一IJ

5,000

200

120

(l¶m)

(nlnl)

ドラム~ノランジ径(lllml)

ロープ径 (nlm)

ロープ長さ(合地巻)(nl)

原 轢

151†P空

Bドラム

500

500

820

20

400

同端軸機動原気
数35r.p.m.
4～51(g/cIⅥ2

使
可逆式

転力

827

国産最初の本格的防爆デーゼル機関車完成､

検定合格番号九検第1341号

FinishedⅢitachiExprosioIIProof Type

l)ieselI.(komoti~ve

戦後炭鉱業者の欧米視察の結果防煙ヂトゼル機関車が

経済的､且?便利で広く使用されて居る事が注月され､

最近国内に於ても盛んに之が使用計画され相当数輸入さ

れつつあるが補修部品の入手に迅速簡易を要する立場か

ら優秀な国産機の出現が強く期待されて居る｡

日立製作所に於てもいち早く之が研究に着手し 葦■･■

要望に応えるべく研究して居ったが､過般三菱鉱業株式

会社より試作註文を受け鎖意設計製作中の処これが完成

を見､去る3月28EIより4月3日に亘り笠戸工場に於

て工 蕃技1l】汁iて鉱業技術試験所及び同九州支所の立合のも

とに換冠を受け何等の問題点もなく極めて好成績を以て

合格しⅠ 産機として最初の本格的防爆ヂ【ゼル機関車を

完成した｡

防爆ヂ←ゼル機関車ほ従来の防爆 気機器に比し､そ

の防爆対策は相当趣を異にし､防爆上のみならす､株安

衛生上にも色々問題点があり､安全度試験としては引火

試験､温度試験､排ガス成分の検査等を実施する事が要

求されて屠る｡特に機関の吸排気系統抑こ於けるメタン

ー空気混合ガスの爆発に依る引火試験は､系統内のガス

が静止して居る場合と流動して屠る場合忙就いて試験す

る事が要求されて居る｡叉温旺試験では負荷を掛ける事

が必磐で､試験装掛こ於ても′ 気概皆;･きの防爆試験装置と

ほ全く趣の興るものが必要で､相当大掛りなものとなる

が､ 内には未だこの

ので､これに必要な

l二..1■･･1■･･■

な試験装置は設備されて居ない

をも設備して検定を受けた｡

置の主体は洞室に無限軌道式磯 軍試験台

を装昔し､機関亜の運転､測窯その他の操作を凡て洞室

第10図 H立ⅩDMC-6B-Ⅰ型こ.G t防体型ヂー

ゼル機関車

Fig.1O.Hitachi6ton Explosion-Proof Type

DieselLocornotive Type XDMC-6B→Ⅰ
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串l】卜I

Fig.11.

防爆型ヂーゼ肌樺聞ホ試戯洞童

1bsti叫〔kllfor ExplosiorlProof

l■ypc DieselLocomotivc

外から行い得る様に設備した特別の考案に依るもので､

検定試験 に指定されて居る項目の外､機関車全体をガ

ス室lぺてのご巨負荷運転その他機関車としての種々な性能

試験も吋能なものである｡

ヂrゼルエソヂンほヤンLマ㌧-ヂトゼル株式会社の協力

を得て機関咋ノ之び択鉱川として連続菰作

にも好適な離舶､発電用等

型に作り

に丞

iこ､又性能的

Hされて居るものを防塵

えたもので起動力式ほ元ケ空気起動式となつ

て居り防爆型として満足出来るものである｡父このエン

デンは1気筒より小気筒までのシリ←ズがあり4.6及び

6,8.1nの機僕中に装備され磨耗部品が共通である為､

同時に多型式の機関車を佐用する場合に特に好都合てあ

る｡

日立防爆ヂ←ゼル機関車ほ防爆性能が高いばかりでな

く機関車として寝れた特長を拍たせると同時に､炭鉱向

捜賊としても特iこ 慮を払い取扱い容易とし磨耗部品の

寿命を長くし上Lつ故障の発生を防止する事に独特の考案

1ど 施し､幾多の技術的特性を持たせてある｡

fj立6地肌爆塾ヂール機関要目

型 式 ⅩDMC-6B一几Il･610. 防 型､機械伝

勧銀献動式

婁備茶壷 6.5ton 軌 問 610mnュ

ヰ輪径及び軸距 510mIllXl,050皿111

外 形 寸 法 長(育粋)×巾×高

3,400×1,100×1,50Umr11

デーゼル機関

評 論 窮34巻 第6号

型 式 ヤン㌧マ㌧-2LDL防爆型

シリンダー数一直径×行程 2-140×200mlⅦ

最メ誹-1力 37.5IiP/850r.p.m.

定格fj-1力 33HP/850r.p.m.

度及び牽引力

速 度 段

梗準速度(knl.′h)

索引力

(k如二)

標 準

最 大

580

660

()内は機関により川し得る索引力を示す｡

始動方式 デストリビュrタト式圧縮空気始動

始動空気充墳力式 機関の一気筒を圧縮機とす

防爆装置 吸気フレームトラップ､排気フレrムラッ

プ､排気冷却水噴射装置､排気処理精､燃料及

び空気自動 断装置(排気 度の上昇､排気冷

却水圧力の異状､冷却水タンクの水位率低下に

依り作動)､炭酸ガス消水器(固定及び可擦式の

二系列)よりなる｡

動力伝

走口【■置装置

乾燥多板式主クラッチ､常時噛合選択

摺動爪クラッチ式変速機､傘傾軍式逆転機､

釣駆動装置よりなる

タイヤr付車輪､コロ軸受入軸箱､重ね板

バネ式坦バネを使用す

車体及び台秤 鋼板ノ之び型鋪組立式､一部鋳鉄製にし

て頑丈なる構造とす

制動矧毘 全輪作用式空気ブレーキ及び非常用手ブレ

ーキ

妙拗装置 空気操作式 警報装置 空気笛式

照肌装罠ニ ダイナモ式(前照灯30Wx2 松岩罰･ま凡て

耐圧防爆型)

運虹装聞及び 器 左側運転とし運転器具及び計器を

完備し運転に至便に配置してある｡

台湾天冷発電所水力発電機器

1Iydroelectric Power Equipmellt for

Tienrleng Power Station,Taiwan

台湾電力公司天冷発 所納水車及び発 組ま､戦役最

大谷量の手酌上‡品として斯界注目の巾に､先般日立

円立工場iこ於てその第1号機が完成され､目下現地掘付

中であり､引続いて第2号機が受話､

木磯はr】1

中部台湾大甲

作されている｡

民政府がECA栗金により実施している

.…■l
の暁には逼迫せ

のである｡

l,画の一部をなすもので､運転開始

力事情紡師こ大いに役立つも
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第12図/台湾電力公司犬冷発局拍手2G,500kW

フランシス水車工場組立

Fig.12.Shop Erection of二牲500kW Vcrtical

FranCis Turbine for Ticm十1e11[てⅠ〕owcr

Statioll,Taiwall

7k車､発嵩機とも厳格なる憬栴によって設計､製作さ

れた結果､何れも工場 鹸に二机＼て優秀なる隋績を岬め

やがて現机において廿立製品の真価を発揮することでふ

ろう｡以下水申およぴ 罵磯について概喫を紹介する｡

ト 水 車

水頭ほフランシ■珂､申としてほ比較｢l勺高落差に仲間さ

れる下記仕 のものである｡

最大出力 26,5001くW

有効落差173†ll

位相水蛍17.4Ill:i/S

回転速箆 ∠100r･p･In･

特有速度10′1IlトkW

設置子手数 完成校 ▼4

担し 裾卜川I l

…担作小 1

保証番項としてほ､崇高効率91%.最大

ノヘ

I､

台
J､

l~1

度上昇率

30%,最大水圧上昇率25%,無拘束速度180%である｡

a.7k車本体

ケrシ∵/グは鋳鋼製で､入口部ほl,8001111】1の口径を

宿する大型なため一丁リつ闇となって居り､31kg/cI--3の水

任 験が行われた｡建家は二床式構潰で､水車軸はヰニ軸

と中間軸とよりなり､水中上か,ミーほ内外に分かれ､か

つガイドリンダはガイドべ←･ンの外側に設けられて､7k

車の分解は水車室において容易に行うごとができる設計

となっている｡

大甲漢の流水は土砂を多量に含むため､ランナ←お1

びガイドベーンなど流水にさらされる部分濫は耐楷耗性

の材料を使用した｡特にかヾ-ライナーには不鉄鋼板を

_f一肌､､工程の短縮､材質の均一一化､および耐
大を考慮した｡

耗性の増

水中ほ工場において模型試験を行った結果､最高軋5

%の効率が得らj■t､これをムーディ式により実物水車に

節12 図

1√iF.】2.

換算すれば§I2.3プ∠

台湾曙力公司､天冷発囁所

28,500】くVA交流蒐餞梯

2呂,500lくVA AlterI】atOr fur

Tie口上･1eng Power Station,Taiwan

とより､ 保 償 91･0%を威かに上

廻る好成績を嘉した｡

b.附属機器

人廿開は廿行1,800Ⅰ-1Ⅰ-1の拍荘式四角型喋形抑で､‖

拝30P汀l川の別邸を市している｡落差か喋膨蹄に対し

ては高い←万に属するので､特に水密の完全を期するたど~)

珊外周にはゴムナニL′-ブを挿入し､全閉時i･こは特殊プラ

ンジ~1･-ポンプによりチエ仁一■ブ内に高拝水を供

扶をとった､16k耳･/〔lm2の水仔細頼の

するカ

果ほ､殆ど漏水

が見られない好成績を示tた｡

調速機は発現機頂部に設けられた永久磁石式発嵩機を

罵瀕とする常勤機に上り即動さこれる｡負荷の調整には肇

荷制限装帯のほか､水銀式水位調整機が併J口されるし サ

ーボモーダはアクチエエ←一夕ーと一体借蓑で､手動ハン

ドルを具えている｡

拝油及び潤滑油装;勘は里独式で各7k中背電機如こ設け

られ､開口了ポンプほ礪動桝に､予備ポンプは小水申によ

って.駆動される､

水中の運転制御は所謂---一一人制御~方式によりすべて配絹

.】こり操作できると同時に､7k車軍にある水車制御憎
によっても行うことができる｡

なお水圧鉄管の上一机･こは描動操作式2,700nlI一日･の鉄

管邦字(牒形卿)が設けられ､水車と同時に製作されたし｡

2.発 電 機

発虜機ほ比較的高速箆人ぞ妄量なため､特にその通風iこ

便意し､かつ能率の向上に種々考 を施した結果､温度

上昇ほ28,500kVA.80〔Cの規定に拘らす棲めて低い伯

を示し､能率も保証偵を遠かに上廻り､その他の性能も
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非常に好成績を京t__た｡

発電機の仕様は次の通i)である｡

字手 鼻

a.

型 式

-i･:lト

園汲数

力 率

短絡比

励磁機

発電機構造

28,500kVA於温直上昇80ごC

25,000kVA於 〝 60つC

竪軸閉鎖通風風遺循環型

11,000V 極 数 18

60〔勺 回転速度 4りOr.p.m.

0.9 GD2
,290トm2

】.0以上 於25,00t)kVA

主140kW,220V 副3kW,1川Ⅴ

固窟子は4つ割で､背が高いため固定子枠は特に頑丈

な構造とL･た｡鉄心ほ冷却に十分な風量が通るような特

別設計とした｡固定子線輪ほマイカを主体とした完全B

種絶 が施された｡

回転子の継鉄ほ鍛造袈とし､鋳鉄 幅鉄iこ焼験めする

造とした｡また鉄心ほ積厚が2nlにも及ぶのでその

中心部にまで有効な通風が行われるよう数個に分割され

論 第34巻 第6号

く〉

戦後始めて世界の外交界へ派遣される各国大公使の第

一陣として､英米大使が夫々出発｡亦米国からマーフィ
大使等が赴任して､漸く我国も枇界各国に柘し平刺陸I家

の両目を発揮する概会が到来したが､日本工業技術界も
葱々世界に比肩すべく各方面とも研究に渾i軋掛巨筒瀕

開発計榔こ伴い竃気事業界の躍進は一層目覚しいものが

ある｡

第34巻

禁詣
主上
Flbヽ

論評立日

印先口
H
u
H

5
(
U
ワ
】
っ
J

月月
だU

6
年年7
7

ワ
】
り
〕

nH

n‖

†
不
イ
不
■

昭昭

数

1 カ 月 分 Y

与

川
‥
=
‥
一
､
｢
ノ

100 ¥ I2

6カ月分(4割引):ヽて 430 (送料共)

1カ年分(4割引) 1= 840 (送料共〕

た継錬問にデイニくダントピ←てを幣掛こより挿入して回

転子中央部よりの通風孔を設けた｡

推力軸受ほ最も合理的な偏心支持によって楔状の油膜

の形成を容易ならしめる構造とした｡

制動機ほ油拝式で粉末飛散防止装置が施されている｡

消火装置は 酸ガてを位相する確実な万 を採周した

空気冷却器は冷却水温が高いため､十分なる冷却面積

を持つ設計とした｡

b･発電機の特性

本機は工場において完全に組立てられた上各博の特性

鹸が行われたが､極めて優秀なる性能を有することが

証された｡

即ち能率は精選された材料とすぐれた設計によって非

常に高い値か得られ､温度上昇は空気冷却器付で電機子

線輪及び界磁線輪とも40数匿と云う極めて低い値で十

分 裕のあることが明かにされた｡その他無色荷嵩圧殺

各挿リアクタンて等も奨測されたが､何れも満足す

果を示した｡

◇

本誌も､先般来日立製作所全工場に亘る技術陣を動員

恒例の地域別に｢ …委…員会｣を戸畑工場並に中央

研究所に於て開催､未年後期及び来年度の編集坊針を確

立し､電ねて技術研究誌としてのあり方に裁て検討して､

｢昭和27年匿の日立扱術と成果｣(組まくり号)刊行へ

の拍車をかけたし.

ぐ

本号ほ前号に劣らぬ内行の充異と執

もので､･粍頭の｢汁立水冷式尊称水銀

陣の毒筆を誇る

｣は他の型

式に優先して使用されている日立水冷坪.梅水銀整流講話の

穀近の改烏と性能の進歩､容量の限界について説明した

もの､以下10篇とも異色あるものばかりで､｢タング

ーくテン粉末の粒度分布の研究｣(伊焼山昇)は3需往こ分載

したが今回完結したものである｡

ぐ)

何､=HitachiIモeview"No.1(創刊号)も刊行と

に各国に郵
､内外共に好評を博しているが､No.2を

7月上旬iこ刊行する予定で日下編集小である｡本誌同
御堂許を乞う次第であるし
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